
 

 

 
 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）及び本ローン概要に貸付人

として記載の金融機関は、芙蓉総合リース株式会社（本社：東京都千代田区、代表

取締役社長：織田寛明、以下「芙蓉リース」という。）に対し、DBJ-対話型サステ

ナビリティ・リンク・ローン（以下「DBJ-対話型 SLL」という。）に基づくシンジ

ケート・ローンを組成しました。 

 

DBJ-対話型 SLLは、「サステナビリティ・リンク・ローン原則」（以下「SLLP」

という。）及び「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドラ

イン」（以下「環境省ガイドライン」という。）に基づき、サステナビリティ・コー

ディネーターであるDBJが対話を通じて借入人のサステナビリティ経営の高度化

に資する適切なキー・パフォーマンス・インディケーター（以下「KPI」という。）

とサステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット（以下「SPT」という。）の設

定を支援するとともに、貸付期間中の定期的な対話により SPTの達成に向けた伴

走支援を行う融資メニューです。 

 

芙蓉リースは、「2030年に目指す姿」からバックキャストした重要課題（マテリ

アリティ）として、「循環型社会実現への貢献」を掲げるとともに、中期経営計画

「Fuyo Shared Value 2026」においても、サーキュラーエコノミー分野を成長ド

ライバーとして、経営資源を集中的に投下するトランスフォーメーションゾーン

に位置付けています。 

本件では、当該マテリアリティに対応する非財務 KPIとして、「廃プラスチック

（返却物件由来）のマテリアル/ケミカルリサイクル率」を選定し、SPTを設定し

ました。 

 

KPI 芙蓉リースの子会社である株式会社 FGLサーキュラー・ネットワークの八

王子テクニカルセンターにて荷受けされた返却物件由来の廃プラスチック

のうち、株式会社 FGLサーキュラー・ネットワークの委託先によってマテ

リアルリサイクル又はケミカルリサイクルが実施された割合（kg ベース、

以下「廃プラリサイクル率」という。） 

 

SPT 2025年度における廃プラリサイクル率を 80.0%以上とすること 

 

 

DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの弛ま

ぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展を実現

します～」に基づき、サステナビリティ経営の実現に向けたお客様の取り組みを積

極的にサポートしてまいります。 

 

芙蓉総合リース（株）に対し、シンジケーション方式 

DBJ-対話型サステナビリティ・リンク・ローンを組成 

2023年 3月 31日 

株式会社日本政策投資銀行 



 

＜本ローン概要＞ 

借入人 芙蓉リース 

マンデーテッド・リード・

アレンジャー 
DBJ 

サステナビリティ・コー

ディネーター  
DBJ 

貸付人 

DBJ、株式会社肥後銀行、株式会社大垣共立銀行、株式

会社荘内銀行、株式会社四国銀行、スルガ銀行株式会社、

株式会社第四北越銀行、株式会社千葉興業銀行、（金額順・

五十音順） 

※ 本ローンの SLLP 及び環境省ガイドラインへの準拠性について、詳細は芙蓉

リース ウェブサイトの自己評価結果をご参照ください。 

https://www.fgl.co.jp/sustainability/esg/pdf/self_evaluation_result.pdf 

【お問い合わせ先】 

企業金融第３部 電話番号 ０３－３２４４－１４８９ 

 

 


